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  中
央
区
新
港
町
の
京
橋
交
差
点
の
す
ぐ

側
に
、
錨
の
形
を
し
た
碑
が
建
っ
て
い
ま

す
。
幕
末
の
頃
、
こ
の
地
に
あ
っ
た
神
戸

海
軍
操
練
所
の
記
念
碑
で
す
。 

         

 

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
将
軍
徳
川
家

茂
が
大
阪
湾
へ
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。
同

行
し
た
軍
艦
奉
行
並
勝
海
舟
は
、
自
ら
の

渡
米
経
験
か
ら
海
軍
の
重
要
性
を
説
き
、

神
戸
村
に
海
軍
操
練
所
の
建
設
を
進
言
、

許
可
を
得
ま
す
。
そ
の
後
、
海
舟
は
神
戸

に
屋
敷
を
構
え
、
海
軍
塾
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
塾
頭
を
務
め
た
の
が
坂
本
龍
馬
で
す
。

塾
生
に
は
他
に
も
、
陸
奥
宗
光
や
伊
東
祐

亨
な
ど
が
い
ま
し
た
。 

 

    

 

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
完
成
し
た

海
軍
操
練
所
は
、
敷
地
の
総
面
積
が
約
一

万
七
千
坪
、
構
内
に
は
船
入
れ
場
や
ポ
ン

プ
場
が
設
け
ら
れ
た
大
規
模
な
も
の
で
し

た
。
海
軍
士
官
を
目
指
し
、
諸
方
か
ら
集

ま
っ
た
若
者
は
お
よ
そ
二
百
人
ほ
ど
。
そ

の
姿
は
「
高
履
を
穿
ち
、
漢
詩
を
高
吟
し
、

長
劍
腰
に
横
へ
て
兵
庫
神
戸
の
市
中
を
濶

歩
す
」
と
『
神
戸
開
港
三
十
年
史
』
（
明

治
三
十
一
年
刊
）
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

     

    

 

 

海軍操練所跡碑 

神
戸
海
軍
操
練
所 

残
念
な
が
ら
、
操
練
所
は
勝
海
舟
の
失

脚
に
よ
り
一
年
を
待
た
ず
に
閉
鎖
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
学
ん
だ
人
々
の

働
き
が
、
新
し
い
時
代
を
切
り
開
く
力
と

な
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
す
。 



－新しく入った本－ 

奇
蹟
の
画
家 

後
藤
正
治
（
講
談
社
） 

 
 

神
戸
在
住
の
画
家
、
石
井
一
男
。 

 
 

兵
庫
区
に
生
ま
れ
育
っ
た
石
井
は
、

ア
ル
バ
イ
ト
収
入
で
つ
つ
ま
し
く
暮
ら

し
な
が
ら
絵
を
描
き
た
め
て
い
た
。 

 
 

一
九
九
二
年
、
当
時
の
海
文
堂
書
店

社
長
に
初
め
て
絵
を
見
て
も
ら
っ
た
。

こ
の
出
会
い
が
、
世
に
出
る
き
っ
か
け

と
な
る
。
同
年
元
町
の
海
文
堂
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
か
れ
た
初
個
展
以
降
、
東

京
・
大
阪
な
ど
各
地
で
開
か
れ
た
個
展

は
大
盛
況
で
、
絵
は
次
々
と
売
れ
て
い

く
。
し
か
し
、
石
井
は
清
貧
な
生
活
を

変
え
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。 

寡
黙
な
石
井
は
自
分
の
作
品
に
つ
い

て
多
く
を
語
っ
て
い
な
い
。
こ
の
本
で

は
、
石
井
の
作
品
を
手
元
に
置
い
て
い

る
人
々
の
絵
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、

石
井
の
絵
の
魅
力
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

て
い
る
。 

          

生
き
て
い
く
た
め
の
短
歌 

南
悟
（
岩
波

書
店
） 

 
 

定
時
制
神
戸
工
業
高
校
の
生
徒
が
、

働
き
学
ぶ
日
々
を
詠
ん
だ
短
歌
を
紹
介
。 

同
校
教
員
の
著
者
は
、
二
十
年
以
上

に
わ
た
り
授
業
と
し
て
短
歌
創
作
を

行
っ
て
き
た
。
不
登
校
や
引
き
こ
も
り
、

震
災
な
ど
を
乗
り
越
え
、
思
う
に
任
せ

な
い
人
生
に
時
に
は
無
力
感
を
覚
え
な

が
ら
も
、
仕
事
と
学
業
の
両
立
に
真
摯

に
取
り
組
む
彼
ら
の
歌
に
は
、
生
き
る

こ
と
の
実
感
が
滲
む
。
そ
れ
は
、
地
道

に
繰
り
返
さ
れ
る
日
常
に
潜
む
苦
し
さ

や
喜
び
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。 

 

湊
川
神
社
天
井
奉
納
画
｜
湊
川
神
社
拝
殿

内
拝
殿
外
拝
殿 
「
湊
川
神
社
天
井
奉
納

画
」
編
集
委
員
会
（
湊
川
神
社
社
務
所
） 

 
 

本
書
は
、
平
成
十
九
年
大
楠
公
六
百

七
十
年
大
祭
事
業
の
一
つ
、
「
奉
納
天

井
画
修
復
」
を
記
念
し
て
作
成
さ
れ
た

図
録
で
あ
る
。 

昭
和
二
十
年
、
神
戸
大
空
襲
で
全
焼

し
た
社
殿
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
再
建

さ
れ
た
。
天
井
画
は
そ
の
際
、
当
時
の

著
名
画
家
達
が
依
頼
を
受
け
た
も
の
だ
。 

美
し
く
蘇
っ
た
百
六
十
三
点
の
絵
画
。

そ
れ
ら
か
ら
は
、
戦
後
の
混
乱
期
、
社

の
再
建
に
か
け
た
宮
司
と
芸
術
家
の
熱

い
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
。 

神
戸
の
花
街･

盛
り
場
考
｜
モ
ダ
ン
都
市
の

に
ぎ
わ
い 

加
藤
政
洋
（
神
戸
新
聞
総
合

出
版
セ
ン
タ
ー) 

 
 

近
代
神
戸
の
発
展
の
過
程
で
創
り
出

さ
れ
、
時
と
共
に
う
つ
ろ
っ
た
多
く
の

「
盛
り
場
」
。
著
者
は
、
そ
れ
ら
を
掘

り
起
こ
し
、
神
戸
の
都
市
空
間
形
成
史

上
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
位
置

づ
け
た
。 

読
者
は
、
名
所
案
内
・
新
聞
記
事
・

文
学
・
写
真
な
ど
に
導
か
れ
、
往
時
の

に
ぎ
わ
い
の
中
へ
。
も
は
や
残
影
さ
え

お
ぼ
ろ
な
花
街
の
姿
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

街
の
小
唄
に
の
っ
て
浮
か
び
上
が
る
。

長
田
区
南
部
に
位
置
し
、
西
新
開
地
と

呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
た
地
域
の
市
街
地

化
と
繁
華
街
形
成
の
過
程
も
興
味
深
い
。 

 

〝
体
験
者
が
語
る
〟
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
へ
の
学
校
の
対
応
｜
そ
の
と
き
あ
わ
て

な
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
ブ
ッ
ク 

許
鍾
萬
・
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
兵
庫
編
（
明
治
図
書
出
版
） 

最
終
章
で
は
元
町
商
店
街
の
歴
史
を

さ
か
の
ぼ
り
、
歩
く
こ
と
自
体
が
愉
し

み
と
な
る
よ
う
な
「
散
歩
街
」
が
成
立

し
て
い
く
様
子
を
た
ど
っ
て
い
る
。 

         

か
る
た
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
｜
神
戸 

神
戸
市
小
学

校
教
育
研
究
会
社
会
科
部
・
理
科
部
編

（
甲
南
出
版
社
） 

「
○あ
雨
上
が
り
神
戸
を
い
ろ
ど
る
ア

ジ
サ
イ
の
花
」
か
ら
「
○わ
わ
が
町
の

モ
ダ
ン
な
洋
画
家
小
磯
良
平
」
に
至
る

四
十
六
組
の
か
る
た
は
、
地
域
学
習
に

役
立
つ
こ
と
を
目
的
に
編
集
さ
れ
た
。 

カ
ラ
ー
写
真
仕
様
の
絵
札
で
は
、
実

際
の
神
戸
の
風
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

裏
に
つ
け
ら
れ
た
総
ル
ビ
付
の
解
説
文

で
神
戸
へ
の
理
解
が
深
め
ら
れ
る
。 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
的
に
も
幅
広
い
層
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
そ
う
で
あ
る
。 

 

 
 

昨
年
五
月
十
六
日
、
神
戸
で
国
内
初

の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
者
が
確

認
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
対
策
で
社
会
が

大
き
く
揺
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

本
書
は
現
場
の
教
師
た
ち
に
よ
る
、
全

県
休
校
一
週
間
の
記
録
を
編
ん
で
い
る
。

文
面
か
ら
は
当
時
の
混
乱
が
読
み
取
れ

る
。
様
々
な
問
題
点
は
、
今
後
の
危
機

管
理
に
生
か
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
「
学
級
・
学
校
文
書
資
料
集
」

付
き
で
、
心
強
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200118950&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200050991
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200117374&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200049893
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200121522&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200051955
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200117094&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200050147
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200117499&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200051343
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200117508&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200051323


－新しく入った本－ 

防
災
の
決
め
手
「
災
害
エ
ス
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
」
｜
阪
神
・
淡
路
大
震
災
秘
め
ら

れ
た
証
言 

林
春
男
ほ
か
（
日
本
放
送
出

版
協
会
） 

エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
は
、
民
族
学

や
文
化
人
類
学
の
分
野
で
用
い
ら
れ
る

方
法
。
対
象
と
な
る
集
団
の
活
動
に
自

ら
参
加
し
、
見
た
こ
と
を
つ
ぶ
さ
に
記

録
す
る
、
あ
る
い
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
を
す
る
と
い
う
も
の
。 

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
に
は
、
限
界

が
あ
る
。
各
種
の
報
告
書
や
研
究
論
文

は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
分
析
が
基
本
と

な
り
、
災
害
へ
の
理
解
は
進
ま
な
い
。

災
害
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
達
の
悩
み

や
苦
労
、
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
エ
ス
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
の
手
法
は
、
災
害
の
全
体
像
を

浮
き
彫
り
に
し
、
今
後
の
災
害
へ
の
教

訓
や
知
恵
を
導
き
だ
す
こ
と
が
わ
か
る
。 

     

     

（Ｃ）角川書店 

屁
の
よ
う
な
人
生
｜
水
木
し
げ
る
生
誕
八

十
八
年
記
念
出
版 

水
木
し
げ
る
（
角
川

書
店
） 水

木
し
げ
る
の
生
立
ち
、
学
生
時
代
、

従
軍
経
験
、
復
員
後
の
各
種
職
業
を
経

て
漫
画
家
と
し
て
大
成
す
る
ま
で
の
経

歴
が
、
本
書
に
は
細
や
か
に
綴
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
過
程
で
数
多
く
の
苦
労
を

経
験
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文

面
か
ら
は
暗
い
様
子
を
微
塵
も
感
じ
さ

せ
な
い
の
は
彼
の
人
柄
故
で
あ
ろ
う
か
。 

ま
た
兄
弟
家
族
・
友
人
知
人
か
ら
見

た
水
木
し
げ
る
像
や
、
初
期
の
作
品
も

収
録
さ
れ
、
摩
訶
不
思
議
な
水
木
ワ
ー

ル
ド
の
魅
力
を
余
す
所
な
く
堪
能
で
き

る
。 

 

有
馬
温
泉
「
陶
泉
御
所
坊
」
殺
人
事
件
｜ 

建
築
学
者･

京
極
要
平
の
事
件
簿 

柏
木
圭

一
郎 

(

小
学
館) 

親
友
、
木
俣
次
郎
と
旧
交
を
深
め
る

た
め
に
有
馬
温
泉
の
旅
館
「
陶
泉
御
所

坊
」
を
訪
れ
た
京
極
要
平
。
宿
泊
し
た

翌
日
、
親
友
は
別
館
の
庭
園
で
死
体
と

な
っ
て
発
見
さ
れ
る
。
事
故
と
し
て
処

理
さ
れ
よ
う
と
す
る
が
…
。
建
築
学
者

の
主
人
公
が
、
旅
館
建
築
の
知
識
を
駆

使
し
て
真
相
に
迫
る
。 

日
本
に
実
在
す
る
名
旅
館
を
舞
台
と

し
た
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
弾
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

ピ
ン
ク
の
雨 

新
野
彰
子
（
幻
冬
舎
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
） 

秀
吉
を
襲
っ
た
大
地
震
｜
地
震
考
古
学
で

戦
国
史
を
読
む 

寒
川
旭
（
平
凡
社
） 

                        

お
ど
ろ
き
！
な
っ
と
く
★
わ
く
わ
く
サ
イ

エ
ン
ス
｜
み
ん
な
で
ナ
ゾ
解
き
身
近
な
不

思
議 

栗
岡
誠
司
編
著
（
神
戸
新
聞
総
合

出
版
セ
ン
タ
ー
） 

絵
の
家
の
ほ
と
り
か
ら 

石
井
一
男

（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
島
田
） 

 

           

書庫探訪 その⑳ 

『桃木書院圖書館案内』 

桃木書院図書館は、明治35年(1902)に桃木武平が開設した私設図書館です。

私財を投じて収集した資料を、生田町の自邸で公開しました。この「桃木書院

圖書館案内」は、明治36年(1903)10月に発行されたものです。 

桃木武平は、安政５年（1858）神戸村（現神戸市中央区）に生まれ、明治10

年（1877）家業である造船業を継ぎました。市会議員を務めた時期もあり、海

事史料の収集・研究家としても知られていました。また、明治33年(1900)に創

立された図書館研究団体「関西文庫協会」の会員でもありました。 

桃木書院図書館は、国史学の普及を目的としており、蔵書は主に国史に関す

るものが中心でした。案内によると、開館日は土曜日曜、遠隔地または多忙の

ため来館できない人は、図書名と事項を

明瞭に記載し返信料を封入して申込めば

調べて回答する、とあります。 

明治43年(1910)に閉鎖、その後、明治

44年(1911)神戸市立図書館が設立される

に当たって、蔵書の一部や備品が寄付さ

れました。 

図書館 

                                神戸市                                    
                                            

         

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200120904&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200051907
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200118951&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200051888
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200122960&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=PV%3A7200122960
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200121079&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200053105
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200123910&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200053628
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200122855&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200054525
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200123499&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200054441


 
ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
64 

（『七宝－日本の美術』より）

ほ
う
ぎ
ょ
く
し
っ
ぽ
う 

 
川
崎
正
蔵
と
宝
玉
七
宝 

 

明
治
三
十
年
代
、
布
引
に
七
宝
焼
の
工

場
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
名
古
屋

か
ら
招
か
れ
た
七
宝
職
人
が
制
作
に
励
ん

で
い
ま
し
た
。 

こ
の
工
場
は
、
川
崎
造
船
所
の
創
業
者

で
あ
り
、
美
術
品
収
集
家
と
し
て
も
有
名

で
あ
っ
た
川
崎
正
蔵
が
、
自
邸
の
敷
地
内

に
設
け
た
も
の
で
す
。 

 

川
崎
正
蔵
は
、
天
保
八
年(

一
八
三
七)

鹿
児
島
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
早
く
に
父
親

を
亡
く
し
、
商
売
に
従
事
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
長
崎
で
貿
易
商
の
修
行
を
積
み
、

大
阪
で
海
運
業
を
始
め
ま
し
た
が
、
失
敗
。

そ
の
後
、
旧
薩
摩
藩
士
た
ち
が
設
立
し
た

琉
球
糖
を
扱
う
砂
糖
会
社
に
入
社
、
明
治

六
年
に
そ
れ
ま
で
の
経
験
を
認
め
ら
れ
、

汽
船
会
社
副
頭
取
に
就
任
し
、
琉
球
航
路

を
開
設
し
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
て
海
運
業
に
携
わ
っ
て
い
く
う

ち
に
、
ま
た
二
度
の
海
難
に
遭
遇
し
た
こ

と
も
あ
わ
せ
て
、
西
洋
型
船
舶
に
強
く
関

心
を
も
ち
、
正
蔵
は
造
船
業
へ
の
進
出
を

決
意
し
て
い
き
ま
す
。
明
治
十
一
年
に
東

京
の
築
地
に
造
船
所
を
、
明
治
十
四
年
に

は
兵
庫
区
東
出
町
に
兵
庫
造
船
所
を
設
立

し
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
頃
、
明
治
政
府
は
「
富
国
強
兵
」

「
殖
産
興
業
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
様
々

な
分
野
で
、
西
洋
の
制
度
や
技
術
を
導
入

す
る
政
策
を
と
り
ま
し
た
。 

そ
れ
は
ま
た
、
性
急
な
近
代
化
を
進
め

る
あ
ま
り
、
日
本
の
伝
統
的
な
美
術
品
に

対
す
る
関
心
が
低
く
な
る
傾
向
を
生
じ
さ

せ
、
日
本
の
古
美
術
品
が
安
価
で
海
外
へ

輸
出
さ

れ
て
い

く
状
況

を
引
き

起
こ
し

ま
し
た
。

貴
重
な

美
術
品

が
大
量
に
流
失
し
て
い
く
こ
と
を
憂
い
た

正
蔵
は
、
築
地
に
造
船
所
を
創
設
し
た
こ

ろ
か
ら
、
日
本
や
中
国
を
中
心
と
す
る
古

美
術
品
の
収
集
を
始
め
ま
す
。 

明
治
十
八
年
か
ら
着
工
し
た
布
引
の
邸

宅
の
広
大
な
敷
地
内
に
は
、
収
集
し
た
美

術
品
を
収
蔵
す
る
美
術
館
と
そ
れ
を
展
示

す
る
「
長
春
閣
」
を
設
け
ま
し
た
。
絵
画

や
彫
刻
、
工
芸
品
な
ど
二
〇
〇
〇
点
余
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

明
治
二
十
九
年
に
造
船
業
の
第
一
線
か

ら
退
い
た
正
蔵
は
、
美
術
品
収
集
家
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
自
ら
制
作
へ
と
乗
り
出

し
ま
し
た
。
七
宝
焼
の
本
場
で
あ
る
名
古

屋
か
ら
職
人
を
招
く
こ
と
に
し
た
の
で
す
。 

 

神
戸
へ
招
か
れ
た
七
宝
職
人
・
梶
佐
太

郎
は
、
近
代
七
宝
の
創
始
者
で
あ
る
梶
常

吉
の
孫
（
次
男
と
い
う
説
も
あ
り
）
で
、

常
吉
が
開
発
し
た
七
宝
技
術
を
受
け
継
い

で
い
ま
し
た
。
数
名
の
職
人
を
連
れ
、
布

引
へ
や
っ
て
き
た
の
は
、
明
治
三
十
年
の

こ
と
で
す
。
正
蔵
は
、
自
ら
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
な
か
に
あ
る
中
国
明
時
代
の
七

宝
（
琺
瑯
）
を
モ
デ
ル
に
、
青
色
を
基
調

と
し
た
中
国
七
宝
の
再
現
を
求
め
ま
し
た
。 

梶
佐
太
郎
は
、
釉
薬
の
調
整
や
材
料
の

収
集
、
職
工
の
養
成
な
ど
大
変
な
努
力
を

重
ね
ま
し
た
。
正
蔵
も
、
意
匠
を
自
ら
担

当
し
、
模
様
や
花
瓶
な
ど
の
形
状
に
つ
い

て
考
案
を
重
ね
た
そ
う
で
す
。
三
年
の
苦

労
の
末
、
つ
い
に
完
成
し
た
七
宝
は
「
宝

玉
七
宝
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
中
国
七
宝
の
再
現
の
み
な
ら
ず
、
菊

花
模
様
を
用
い
る
な
ど
日
本
的
要
素
を
取

り
入
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大
正
元
年
に
正
蔵
が
亡
く
な
っ
た
後
も
、

宝
玉
七
宝
は
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大

正
十
二
年
に
梶
佐
太
郎
が
亡
く
な
っ
た
後

は
、
継
ぐ
者
が
お
ら
ず
、
工
場
は
廃
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
わ
ず
か
三

十
年
足
ら
ず
で
、
宝
玉
七
宝
は
幕
を
下
ろ

し
た
の
で
し
た
。 

 

 

明
治
時
代
の
工
芸
品
は
、
貿
易
拡
大
の

た
め
の
重
要
な
輸
出
品
で
し
た
。
ま
た
、

十
九
世
紀
後
半
、
欧
米
で
は
「
ジ
ャ
ポ
ニ

ス
ム
」
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
お
り
、
明
治

六
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
で
は
、
陶

磁
器
が
好
評
で
し
た
。
神
戸
で
も
、
明
治

初
年
か
ら
輸
出
向
け
に
「
神
戸
薩
摩
焼
」

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
明
る
い
象
牙
色
の
器

体
に
、
山
水
、
花
鳥
、
風
俗
な
ど
の
色
絵

付
け
を
し
、
金
彩
を
施
し
た
絢
爛
な
焼
き

物
で
す
。
最
盛
期
に
は
絵
師
が
百
五
十
人

も
お
り
、
神
戸
の
特
産
品
の
一
つ
で
し
た
。 

明
治
三
十
三
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
で

は
、
正
蔵
は
、
収
集
し
た
美
術
品
と
と
も

に
、
完
成
し
た
七
宝
の
大
花
瓶
と
大
香
炉

を
出
品
し
ま
し
た
。
宝
玉
七
宝
は
、
大
賞

を
受
賞
し
、
買
い
取
り
の
希
望
も
あ
り
ま

し
た
。
け
れ
ど
も
、
売
り
渡
す
こ
と
は
な

く
、
ま
た
、
こ
れ
以
外
の
宝
玉
七
宝
も
、

皇
室
や
神
社
仏
閣
へ
の
献
納
、
友
人
へ
の

手
土
産
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
ば
か
り
で
、

市
場
へ
売
り
に
出
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 

参
考
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